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私は, 大学院在籍時に, 胸腺に生じる代表的な腫瘍で
ある胸腺腫が, 胸腺皮質上皮細胞に特異的な分子であ
る胸腺プロテアソームサブユニットβ5tを発現するこ
とを報告しました。以後これまで, 胸腺腫や胸腺がん
のユニークな発現プロファイルを継続的に発表してき
ました。同時に, 腫瘍や細胞がもつ特性を明らかにす
るには, 培養細胞, 遺伝子改変動物等を用いた実験病理
学研究も必要であると考え, 特に多能性幹細胞や細胞
初期化技術をテーマとする研究に関わってきました。

本セミナーでは, 大学院在籍時からこれまでの私の
臨床病理 (人体病理) 学研究と実験病理学研究を紹介し, 
(語弊があるかもしれませんが) 臨床研究と基礎研究の
両者に携わることの意義をお話しできればと思います。
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